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国語科指導案 敬語 

 

         2019 年 7 月 1 日  

附属小学校６年生 1 時限(C 組 8:45-9:30)･ 

2 時限(A 組 9:40-10:25)･3 時限(B 組 10:45-11:30) 

(授業者)教育学部国語教育講座 余 健 

 

授業のテーマ：敬語を使わない丁寧な表現の理解から発展させた敬語の学習(場面による敬

語の使い分け)  

 

１．授業のねらい 

新しい学習指導料要領(2020 年度完全実施分)では、第 5、6 学年における知識及び技能

面の目標として、｢日常よく使われる敬語を理解し、使い慣れること｣とある。また、表現、

共有(話すこと)面における目標としては、｢資料を活用するなどして、自分の考えが伝わる

ように表現を工夫すること｣とある。これらを踏まえつつ、以下の 4 点に気付き理解して

もらうことが、本授業において具体的に目指すねらいである。今年度は、昨年度の授業で

確認した待遇表現(ことばのおもてなし表現)の中でも、敬語を使用しない丁寧な表現の特

徴に基づいて、敬語表現の中で非常に使用される頻度が高い｢～てくださる｣と｢～ていた

だく｣に焦点を当てる。 

 

①相手に基本的に敬語を使用する必要が無い場面でも、敬語(～て下さい)を使用した

り、また相手に負担のかかる依頼場面においては、友達に対しても敬語(～て下さ

い・～てくれますか・～てくれませんか・～てもらえますか・～てもらえませんか)

を使用したりする傾向が強くなることをデータ(棒グラフ)から読み取れる。 

②｢て下さる｣が｢てくれる｣に、｢て頂く｣が｢てもらう｣に対応した敬語形であること

を理解できる。 

③初対面の人物には、より丁寧な敬語形(～て下さいますか･～て頂きませんか)が使

用され得ることを理解する。相対的に、顔見知りの人物には、より丁寧さが低い敬

語形(～て下さい･～てくれますか等)が使用される実態も合わせて確認する。 

  

なお、昨年 11 月の 1 回目の授業(｢敬語を使用しない丁寧な表現｣)における流れを踏まえ、

実際に、簡単な敬語表現(～下さい、～です、～ます)については、既に使用できていること

を冒頭に確認する。次いで、より丁寧な敬語形(～て下さる･～て頂く)の使い方について、具

体例を基に確認し、簡単な敬語表現との場面による使い分けがあることを最終的に共有し

たい。 
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２．取りあげる項目：｢返す｣｢代わる｣の｢～下さい、～です、～ます｣と｢貸す｣｢来る｣｢教え

る｣の｢～てくださる・～ていただく｣ 

 

３．本時の学習の流れ 

時間 主な学習活動 指導上の留意点(◆:予想される反応) 

6 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 分 

 

 

 

 

 

 

 

前回の授業の振り返り 

(1)まずは、質問③、④のデータ(棒グ

ラフ)を各自で 2 分考え、各自で記入

してもらう。その後、2 名に問題㊀(気

づいた点)について発表してもらう。 

 

 

 

 

 

(2)友達に敬語を使う必然性の理由を

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)更に丁寧な敬語の使い方を確認し

よう。 

・｢さらに丁寧な敬語の使い方｣の｢て

くれる｣｢てもらう｣が｢て下さる｣

｢て頂く｣に対応することを確認す

る(サブ用のホワイトボードに貼

る) 

・㋑、㋓、㋕、㋗、㋙の各文章を全員

・｢命令形(返せ･代われ)＜～て(返して・ 

代わって)＜恩恵表現(返してくれる･

代わってくれない等)｣の順に、丁寧さ

が増していく、敬語を使わない丁寧な

表現(～て･～てくれる等)について復

習する。 

◆質問③では｢返して｣が一番多く、質問 

④では｢代わってくれない｣が一番多

い。 

◆質問④の方が丁寧な表現が多い 

・基本的に敬語を使用する必要が無い質

問③では｢それでも相手に思いやりの

気持ち(嫌な気持ちにさせないように

等)｣を表すために使用する。対して、

質問④では、相手に大きな負担がかか

る依頼内容のため、質問③に比較して、

より丁寧な敬語表現(～て下さい･～て

くれませんか)が使用されることを確

認する。既に、現段階で児童が上記の

敬語表現を使えている(使おうと思え

ばも含む)ことに気づかせる。 

◆引き受けることが当然な内容ではない 

から。 

・まずは、㋑、㋓、㋕、㋗の( )内に入る

敬語を各自で考えさせる。わかった人

は、口に出さないよう、注意する。し

ばらくした後、㋑と㋓、㋕と㋗に入る

各語形を挙手で答えさせる。 

・次に一般化して｢～してくれる｣が｢～

して(くださる)｣に、｢～してもらえる｣

が｢～して(いただく)｣に対応すること



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 分 

(各自

回答

記入) 

 

 

で声に出して読み上げる。 

 

 

 

 

 

 

(4) 顔なじみの人(内)である校長先生 

か初対面(地域の方)の人(外)かで、敬 

語形を使い分ける場合があることを 

知ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 顔なじみの人(内)である担任の先 

生か初対面(地域の方)の人(外)かで、 

敬語形を使い分ける場合があること 

を知ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦質問㊄質問㊀、㋥と質問㊂、㊃にお

ける各回答を比較して、傾向をまず

各自で考えさせ、次いでグループで

共有。最後にグループ毎に発表。 

 

 

を確認する。｢～｣には色々な語が入る。

口頭で｢助ける｣を例に、｢助けてくれ

る｣を敬語に直すと｢助けて (くださ

る)｣、｢助けてもらえる｣は｢助けて(い

ただく)｣に対応することを確認する。

（ ）内の敬語形を全員で発音させて

みる。 

・昨年勉強した質問③と④は、｢友達｣に

対してお願いをする時の言い方を考え

てみました。今から勉強する質問㊀か

ら④は、先生や地域の方の「大人」に

お願いをする時の言い方を考えていき

ます。 

・質問㊀(内の人物に対して)と質問㋥(外   

 の人物に対して)セットで考えさせる。 

質問㊀は｢話ことば｣、質問㋥は｢書きこ

とば｣のそれぞれ違いはある。しかし、

ここでは特に質問㊀と質問㋥で相手が

違うこと(内か外の違いまでは言わな

い)を意識して、｢来てほしい｣をどのよ

うに言うか考えてほしいことを伝え

る。 

◆質問㊀では、｢来て下さい｣、質問㋥ 

では｢来てもらえますか｣や｢来ていた

だけますか｣を使う。 

・質問㊂(内の人物に対して)と質問㊃(外

の人物に対して)をセットで考えさせ

る。質問㊂と質問㊃は共に話ことばの

場面である。ここでも、先ほどの質問

㊀、㋥と同様に相手が違うこと(内か外

の違いまでは言わない)を意識して、

｢教えてほしい｣をどのように言うか考

えてほしいことを伝える。 

◆質問㊂では、｢教えて下さい｣、質問㊃ 

では｢教えてくれますか｣や｢教えてい 

ただけますか｣を使う。 
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3 分 

(G.ワ

ーク) 

13 分 

(G.毎

の発

表) 

 

 

 

 

3 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧昨年 11 月の学習内容と本時の学習

内容の振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨今日の感想を書く。 

・目上(年齢や立場上(教える側＞教えら

れる側))の人物（この点については説

明しない）でも、顔見知りの人物には

｢～下さい｣｢～です｣｢～ます｣等の敬語

形を使う一方で、初対面の人物にはよ

り丁寧な敬語形(～てくださる･～てい

ただく)を使用することがあり得るこ

とに気づく。 

◆質問㊀や㊂の知っている人には、｢～下

さい｣を使い、質問㊂や㊃の初対面の人

には、｢～くれますか｣や｢～いただけま

すか｣を使う。 

・昨年 11 月に勉強した結果(グラフ)から 

 敬語を使う必要のない場面でも相手の

友達に嫌な思いをさせたり、傷つけた

りしないように、｢返して下さい｣と敬

語を使うことがある。また、何かを頼

む場面で相手の友達にかかる負担が大

きい場合は、｢代わって下さい・代わっ

てくれませんか・代わってもらえます

か｣のような敬語を使用することがわ

かりました。また友達には、めったに

つかわない敬語形(～下さい・～ます・

～です)も、今日勉強した大人(先生･地

域の方)に対しては、普通に使うことも

見えてきました。更には、初対面の大

人の方には、より丁寧な敬語形(～頂

く・～下さる)を使うことがあることを

勉強しました。今日、勉強したより丁

寧な敬語形(～頂く・～下さる)は、皆さ

んが社会に出た後もよく使う敬語形な

ので今後、使えそうな機会があったら

実際に使ってみてください。 

・時間があればワークシートに記入して

もらう。 
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４．板書計画 

（メインの黒板） 

 

（サブのホワイトボード） 
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(

担
任
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先
生
に)
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パ
ス
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丁
寧
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願
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し
て
借
り
る
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言
い
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下
線
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は
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初
目
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提
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こ
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メ
イ
ン
の
黒
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で
確
認
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そ
の
後

サ
ブ
の
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板
に
移
動
す
る
。
最
後
ま
で
掲
示
。 

 

前
回
の
授
業(

質
問
③･

④
グ
ラ
フ)

の
振
返 

 
 

り 質
問
③
と
④
の
質
問
文
を
再
掲
載
す
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場
面
に
よ
る
敬
語
の
使
い
分
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
題
㊀
：
㊂
と
㊃
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、
気
づ
い
た

こ
と
を
書
い
て
み
て
下
さ
い
。 

[  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

] 
問
題
㋥
：
友
達
に
対
し
て
敬
語
を
使
用
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
の
理
由
を
考
え
て
書
い
て
下
さ
い
。  

 
[  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

] 

質
問
㊀
：(

校
長
に
対
し
て)

一
ヶ
月
後
の
ク
ラ
ス
の 

発
表
会
に
来
て
ほ
し
い
時
の
言
い
方
。 

 

校
長
先
生
、
発
表
会
が
あ
る
の
で[  

 
 
 
 
 
 

] 

質
問
㋥
：(

地
域
の
方
に)

一
ヶ
月
後
に
行
う
ク
ラ
ス 

の
発
表
会
に
来
て
ほ
し
い
こ
と
を
手
紙
で
伝
達
。 

～
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が[  

 
 
 
 
 

] 

質
問
㊂
：(

担
任
先
生
に
対
し
て)

宿
題
の
不
明
点
に 

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
時
の
言
い
方
。 

先
生
、
宿
題
で
の
不
明
点
を[  

 
 
 
 
 
 

]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

質
問
㊃
：(

地
域
の
方
に)

一
ヶ
月
後
に
行
う
ク
ラ
ス 

の
発
表
会
に
来
て
ほ
し
い
こ
と
を
口
頭
で
伝
達
。 

～
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が[  

 
 
 
 
 

] 

質
問
㊄
質
問
㊀
、
㋥
と
質
問
㊂
、
㊃
に
お
け
る
回
答 

を
比
較
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
書
こ
う
。 

[  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

] 
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